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出版不況といわれて久しい中、書店のない市町村が香川を除く全国４６

都道府県で４２０にのぼり、全国の自治体・行政区（１８９６）の２割強

を占めるという報道がありました。 

 全国の書店数は１万２５２６店で、２０００年の２万１６５４店から４

割強も減っています。その一方で、３００坪以上の大型店は８６８店から

１１６６店に増加しているそうですから、書店の大型化が進み、昔から地

域に根ざしてきた地元の小さな書店が大資本の大型店に駆逐されていると

いう構図が読み取れます。 

 何年か前に「書店に入ったことのない」という人が十代を中心に増えて

いるという報道もありました。このとき、コンビニが書店の役割を果たし

ていると知り、驚いたものです。本来、コンビニに書店の代わりはとても

つとまりません。つまり、書店が必要とされていないという事実をこの報

道は伝えていたのです。書店に人が行かなくなれば、書店が減っていくの

は当然の流れであり、仕方がありません。 

 書店が消えていく前に、映画館が全国津々浦々の市町村から消えていき

ました。最後に残ったのは、大手資本が経営するシネコンです。 

 しかし、映画は娯楽（といって軽視するわけではありません）ですが、

書店は娯楽だけでなく、文化・教養の場です。そして、そこから文化・教

養が拡散していきます。したがって、書店の消滅は文化の消滅を意味する

と結論づけても決して短絡的とはいえないでしょう。 

 私が暮らしている盛岡では、大手の書店チェーンが進出してくる中で地

元の書店が頑張っていますし、シネコンと地元の映画館も共存しているよ

うです。 

 書店やレコード店に入り、五感を澄ませると、本やレコード（ＣＤ）が

私を呼ぶ声が聞こえてきたものです。そうして出会った小説や音楽から、

どれだけ多くのものを与えてもらったことか計り知れません。 

 もっとも、ひところに比べると私の書店通いとレコード（ＣＤ）店通い

もずいぶん減りました。私でさえこうなのですから推して知るべし―かも

しれません。 《 初夏 》  １９８６年 楠・鉄  萬鉄五郎記念美術館寄託 



 

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

 

   

 

 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

秋のフリーマーケット＆ 

りんごの試食販売会 

 

 

 

９/２３（土･祝）・２４（日） 
１０:００～１６:００ 

道の駅イベント広場にて開催!! 

※雨天の場合は、フリーマーケットのみ 

９/３０（土）・１０/１（日）に順延となります 

秋の屋外展示場を散策しよう 

いろいろなカタチをした実や、ちょっと変わったキノコなど 

秋の屋外展示場には楽しいものがたくさんあります。 

 

 

 

 

 

ミヤギノハギ        アケビ 

 

 

 

クリ                        キヌガサタケ 

ホコリタケ 

田村 史郎 彫刻展 
うつせみ ―生きたものの記憶― 

 

1947年、岩手県一戸町生まれの田村史郎は、父・貞

吉と親交のあった同町出身の彫刻家・舟越保武

（1912-2002）のすすめで1966年、東京造形大学造

形学部美術学科に第一期生として入学。佐藤忠良

（1912-2011）・岩野勇三（1931-1987）らに指導を

受ける傍ら、舟越のアトリエに通い学びました。大学卒

業後も研究生として研鑽を積んだのち同校で後進の

指導にあたり、2012年教授職を定年退職するまで多

くの学生を育ててきました。 

作品は、1980年代より木を素材とした制作を中心

に、新制作協会・新制作展を発表の場としています。

「女性」「家族」「子供」などをテーマとした木彫作品か

らは、人体そしてそこに宿る命を見つめる彫刻家のあ

たたかなまなざしが感じられます。 

この展覧会では、1980年代から近作まで田村史郎の

作品を紹介し、その歩みを振り返ります。 

会    期：９月３０日（土）～１１月５日（日） 

開館時間：９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日休館） 

観覧料金：一般５００円／大・高生３００円 

中学生以下無料 

９月３０日（土） １３：３０～／美術館ホール 

参加希望の方は、美術館ホールにお集まりください 

聴講は無料ですが、観覧券が必要です 

《‘８９ 夏 》   １９８９年  楠 

一戸町教育委員会蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 空蝉 》   ２０１６年  楠 


